
「ミニヨコハマシティが生まれる」 

事業実施報告書 

1. 実施日時・会場 

 日時  平成１９年３月１７日（土）、１８日（日）  １０時～４時 

 会場  ハウスクエア横浜（都筑区中川の住宅展示場） 

 

2. 参加状況 

 参加者数・・・延べ約５００人 

• こどもスタッフ申込・・・５８人（準備ワークショップから参加） 

• 当日こども市民登録・・・223 人（うち２日間とも来た子ども約 80 人） 

• 大人見学・・・103 人 

• 大人スタッフ・・・1 日目 44 人  2 日目 45 人 

 参加者年齢・・・平均年齢 ９．２歳 

• １６～１９歳・・・４人 

• １２～１５歳・・・２６人 

• ９～１１歳・・・９６人 

• ６～８歳・・・５５人 

• ５歳以下・・・２５人 

• 不明・・・１５人 

大学生 2 名、高校生 2 名、中学生 15 名が参加し、まちのしくみを支えてくれたことが

事業の成功につながった。 

 

3. 実施内容（職業体験） 

  公募で「自分のやりたいこと」を自由に書いてもらい、それらをさらにヒヤリングし、3 月 4 日の

こどもまち会議のワークショップまでに今回のイベントでできること、できないことを精査した。 

  3月4日こどもまち会議でまちのしくみや実際行うこと、それぞれの場所決め、通貨の名前と

価値、など全体で決めるべきことを決め、その後個々に準備した。それらの運営市民たちが基

盤になり、まちをつくり、仕事を用意し、当日の参加市民を迎えた。 

  当日参加のこどもたちは、それぞれの職業を 30 分ごとにハローワークで登録し、同じ職業に

ずっとつく人、いろいろ職業を変えてみる人、それぞれがいきいきと過ごした。運営市民のこども

たちも別の職業を体験することも自由。こどもたちはあそんだり、仕事したり、ミニヨコ市民を心

から楽しんでいた。 

 

 公共的事業 

市役所（受付） 銀行 ミニヨコ学校 ハローワーク 選挙管理委員会 ステージ司会  大工

（みんなの広場作り、迷路作り） ミニヨコ消防署 新聞社「ニュースミニヨコ」 フラワーコー

ディネーター（まちに花を飾る） こども掲示板（いじめに関するアンケート調査） 手作り工

房 ゴミステーション 大人の悩み相談室 



 製造・販売（お店）  

ソースせんべいや バナナチョコ わたあめ ポップコーン マシュマロサンド チャーハン ホット

ケーキ すいとん汁（すいとん汁は大人が用意、こどもはアルバイト） リサイクルショップ あ

はゆコミックス（漫画、絵、しおりを製造販売） 古本屋 おみやげや ニコニコンビニ（手作り

雑貨を販売） フラワーショップ アクセサリショップ 

 サービス業 

トランプ占い リヤカーバス わなげ ヘヤメイク＆ネイル 宅配便（台車を利用） 

 

4. 市長選挙（立候補６名） 

立候補者ポスター掲示 選挙公報発行 市長候補演説会 政見放送 投・開票（市長、副市長

決定） 市長・市幹部所信表明演説会  

 投票時間 １７日１３：００～１６：００ １８日１０：００～１３：００ 

 投票結果 有権者（投票時間中にまちにいた市民）１９０人  投票数 98 票  投票率５１.８％ 

 立候補者全員を市幹部として役職決めを行い、市長 副市長のほか、あんぜんあんしん情

報発信局長、広報局長、環境局長、おみせ・あそび発信局長が生まれた。 

 市長の公約は「他のミニシティと交流して、ミニシティを大きくしていきたい、ミニヨコを本当

のまちのように大きくしていきたい。ドイツのミニミュンヘンでミニヨコのお店を出したい。」と

いうもの。 

 市長は今後のミニヨコハマシティの開催のため、こどもまち会議の呼びかけ人になっていく。 

 

5. 実施スケジュール 

 1 月の都筑区の小学校校長会、中学校校長会での説明のあとチラシを都筑区内の小学

校 4 年 5 年 6 年全児童に配布。中学校生徒に配布。 

応募があったこどもたちに事前にコンタクトをとり次々にヒヤリングしていった。 

2 月 4 日 12 人、2 月 16 日 6 人、2 月 19 日 1 人、2 月 20 日 2 人、2 月 28 日 6 人 

また、直接会うことができなかったこどもたちには全員電話でのヒヤリングをした。 

 3 月 4 日 こどもまち会議 10 時～16 時 

  長時間にわたっての説明会や会議にこどもたち 50 人が集った。（グループでの応募で代

表者のみの参加もあり、運営市民は全員で 58 人） 

  この日まずミニヨコのスケジュールの確認、また今回のイベントでできることとできないこ

との確認、そのあと「公共」「サービス」「お店」の３つに別れて実際にやることを話し合い、大

人スタッフがサポートした。 

  帰りまでに市長候補6人が確定、お店の内容、サービスの内容、公共事業の内容がほぼ

確定、大人スタッフが準備するもの、ミニヨコ市民が自分で準備することを、また 3 月 17 日

までに集ってやることなどがほぼ決まった。 

 3 月 5 日 ケーキやさんのスグーリさんでお菓子職人の修行。こども 5 人が参加した。 

 3 月 11 日 ハウスクエアで事前の準備を行った。市民約 40 人が集り、作業をしたり、手順

をつめたりした。この日は NHK 放送のための事前取材があった。 

 3 月 14 日 ヘアメイク＆ネイルサロンのためにプロのヘアメイクさんからレクチャーを受けた。

この日は 5 人の女の子が参加。 



そのとき、選挙管理委員会の中学生も来てかたわらで選挙の投票用紙を作った。 

 3 月 17 日 朝 5 時に NHK がハウスクエア横浜に到着。子どもたちは 5 時 45 分集合で撮

影に臨んだ。8 時から準備開始。（当日スケジュール別紙） 

 3 月 24 日 副市長と市民が「ミニさくら」訪問。 

 4 月 29 日 でのこども環境学会の発表のあと、第一回こどもまち会議を開催予定。次回に

つなげていく。 

 

6. メディア掲載等一覧 

 1 月 1 日発行「タウンニュース都筑区版」を皮切りに、随時横浜エリアの全タウンニュースで

紹介。 

 「ASA 港北 NT 都筑 19 号」でのイベント紹介記事 

 「地域ダス 2 月号 」都筑エコ街道でのイベント紹介記事 

 「3 月号広報よこはま」紙面掲載 

 「ig」横浜市民倶楽部でのイベント紹介記事 

 3 月 5 日「神奈川新聞」朝刊掲載（3 月 4 日こどもまち会議の取材記事） 

 3 月 10 日 18 時～ｔｖｋ（テレビ神奈川）「Ｈｉ！横濱編集局」 出演 PR 

 桜木町駅前ビックスクリーン、野毛ちかみち入り口スクリーンでの予告映像放映 

 3 月 17 日 「NHK ニュース おはよう日本」の生中継。 

6 時 38 分全国放送と 7 時 45 分首都圏放送の 2 回。 

 3 月１9 日「神奈川新聞」朝刊掲載（３月１８日取材記事） 

 3 月 26 日～4 月 1 日 「ケーブルネットつづきの森」（つづきチャンネル９ｃｈ）の TMTV ニュ

ース 

月曜日 22 時～ 、火曜日～日曜日 13 時～ 18 時～ 22 時～（1 日 3 回リピート放送） 

 4 月 3 日 18 時～「NHK FM（横浜）」  

ミニヨコ市長、副市長、事務局（大人スタッフ）の 3 人が出演予定。 

 

２００７年３月２７日 

ＮＰＯ法人 Ｉ Ｌｏｖｅ つづき  

事務局長 岩室晶子 


